
 

平成２８年度 学校経営基本方針 
 

Ⅰ 目指す学校像 

自分のよさに気付き、自分がかけがけのない存在として周囲から大切にされ、期待されていることが実感で

きる学校 

 

 

 

 

 

Ⅱ 教育目標の具現化のために 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜教育目標＞ 

人権尊重及び社会貢献の精神を基調とし、心身ともに健康へ調和のとれた人格形成を目指し、知識

基盤社会の中で力を発揮し、広く国際社会において信頼と尊敬が得られる人間性豊かな児童の育成を

図る教育を推進する。 

    ◎ よく考える子   ○ 思いやりのある子   ○ たくましい子 

☆学習規律の徹底 

☆基礎基本の定着 

・東京ベーシックドリルの

活用 

・少人数指導の充実 

・学力調査等の活用 

☆思考力・判断力・表現力の

育成 

・体験的、問題解決的な授業 

・情報活用能力の育成 

・言語活動の充実 

☆読書活動の重視 

☆授業力の向上 

 ・校内研究の充実 

（主体的にかかわれる授

業） 

１ 確かな学びが展開され、学ぶことが喜びと感じられる 

２ 人権尊重の精神に根ざし、豊かに感じる心があふれる 

３ 谷原小の一員であることに喜びと誇りがもてる 

「自分が好き、 

友達が好き、 

谷原が好き」 

＜めざす児童像＞ 

○ やさしく明るく豊かな心をもち、一人一人を大切にできる児童 

○ わかる、たのしいと授業を感じ、学力が定着し、考える力を高める児童 

○ やわらかい感性とたくましさを合わせもち、社会の役に立とうする児童 

☆いじめ、体罰のない学校づ

くり 

・学校いじめ防止基本方針 

・人権意識を高める指導 

☆人権教育・道徳教育の充実 

・道徳授業地区公開講座 

・特別の教科「道徳」への

移行を踏まえた指導 

☆充実感、自己肯定感を高め

る指導 

・キャリア教育の充実 

・人・社会・自然と関わる

活動の充実 

・望ましい集団活動を通し

て自己を生かす能力の育

成 

 

よく考える子 思いやりのある子 たくましい子 

 

☆愛校心、郷土愛の育成 

 ・６０周年に向けた活動   ・地域の教育力の活用 

☆家庭・地域との連携 

・情報発信の推進と活性化  ・学校評価の充実 

☆知・徳・体における小中一貫教育の推進 

開かれた学校の推進 

☆体力づくりの推進 

 ・体育科の授業改善 

・日常の体育的活動の推進 

・オリンピック、パラリン

ピック教育 

☆生活指導・健康教育 

・規範意識の育成 

・基本的生活習慣の定着 

・薬物乱用防止の指導 

・食に関する指導 

☆教育相談・特別支援教育 

・特別支援教育の視点に立

った児童への支援 

・教育相談の有効活用によ

る心の安定 

☆安全指導の充実 

・避難訓練や各講座による

防犯意識の高揚 

 ・SNSルール 


